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君は、こうすることができる。嫌
きら
いなものは嫌

きら
いだ。これはもうどうしようもない。そ

して嫌
きら
いなものはそこにある。これもどうしようもない。だからそのことを自分で認めて

しまうんだ。そして、それ以上そのことにこだわらないことだ。そうすれば、嫌
きら
いなもの

はきらいで、ほうっておくことができる。 
嫌
きら
いなものを無理に好きになろうとするのは、好き嫌

きら
いにこだわるまいとして、逆に好

き嫌
きら
いにこだわっているんだ。でも、好き嫌

きら
いは好き嫌

きら
いとして、どうしても存在する。

それなら、それはそれとして認めてこだわらないこと、②これが「愛」というものなんだ。 
君は意外だろう。嫌

きら
いが嫌

きら
いで愛なんて、変だと思うだろう。愛というのは好きという

のと同じことだと思っていただろう。だけど、愛と好きは違うんだ。愛は感情じゃない。愛
は、好き嫌

きら
いを超えたもの、それがそこに存在することを認めるということだ。受け容れ

るということだ。ピーマンが嫌
きら
いでも、ピーマンが存在することは認める。あの人は嫌

きら
い

だけど、あの人が存在することは受け容れる。そうすれば、嫌
きら
いという感情を持ちながら

も、愛することができる。その人の存在を拒まずに受け容れることができるんだ。 
むろんこれができるようになるのは、とても大変なことだ。でも、誰

だれ
かの存在を拒んで

いる自分、誰
だれ
かを憎

にく
んでいる自分て、すごく苦しいものだよね。憎

にく
しみで苦しみたくない

のなら、君は、愛するしかないんだ。 

問１ ぼう線部①「君が本当の君じゃないから」とありますが、「本当の君じゃない」とは、
ここではどういうことですか。本文中の言葉を使って説明しなさい。 

問２ ぼう線部②「これが『愛』というものなんだ」とありますが、筆者はどのようなこと
を「愛」だと述べているのですか。また、あなた自身はよりよい友達関係・人間関係
を作るために、どのようなことが大切だと考えていますか。これまでの経験をもとに、
筆者の考えも参考にしながら、次の条件にしたがって書きなさい。 

（条件） 
・二段落で書くこと。
・第一段落には、筆者がどのようなことを「愛」だと述べているかについて書くこと。
・第二段落には、あなたがよりよい友達関係・人間関係を作るために大切だと考えているこ
とを、経験をふまえて書くこと。
・200 字程度にまとめて書くこと。
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収スむえく少提た

穫やこまいな案し

す学とすていしは

る 年が。、かま、
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も
し
、
Ａ
国
が
誤
っ
た
こ
と
で
、
強
い
態
度
に
出
た
場
合
は
、
他
の
国
全
て
で
反
対
し
ま
す
。

協
力
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
国
も
協
力
に
加
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
良
さ
を
活
か
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
の
国
の
関
係
は
、
強
い
国
が
弱
い
国
を
従
わ
せ
る
と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
て
、

人
口
や
経
済
力
を
み
て
も
、
Ａ
国
と
の
争
い
に
な
っ
た
ら
勝
て
な
い
と
、
Ｃ
国
や
Ｄ
国
は
考
え
る
た
め
。

Ｂ
国
は
、
Ａ
国
や
Ｅ
国
と
協
力
関
係
に
あ
り
、
Ｂ
国
に
攻
め
込
む
こ
と
は
、
Ａ
国
や
Ｅ
国
と
の
争
い
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
国
は
、
考
え
方
も
一
緒
だ
か
ら
で
す
。

Ｆ
国
の
人
は
、
Ａ
国
に
避
難
す
る
と
考
え
ま
す
。
Ｃ
国
や
Ｄ
国
は
、
攻
め
込
ん
で
き
た
国
だ
し
、
Ｅ
国
と
の
間
は
、
山
脈
が
あ
っ
て
、
移
動
が

 3 

問 ２ 問 １ 

気いき好くいり
人
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
あ
ま
り
、
本
当
に
自
分
に
や
り
た
い
こ
と
よ
り
も
、
人
に
好
か
れ
る
た
め
の
言
動
を
優
先
し
て
し
ま
う
こ
と
。

がなれきこ私ま、筆

つ人ば嫌とはすそ者

けだ、いがよ。れは

るか新に大りが、

とら し関切よそ「

思といわだいこ愛

い決関らと友に」

まめ係ず考達存に

すつが相え関在つ

。け広手ま係すい

ずがをすをるて

、っ認。作こ、

話てめ筆ると好

をい、者たをき

聞くそがめ認嫌

くとの述にめい

と思話べ相るを

意うをて手こ超

外か聞いのとえ

ならくる話だた

一でこよをとも

面すとうよ述の

に。がにくべで

も 嫌で、聞てあ
200
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